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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,51 41,62 -0,89 44,93 -3,31

USD / BRL Spot BRL 2,2991 2,3141 +0,0150 2,2524 +0,0617

USD / JPY Spot JPY 97,74 96,33 -1,41 101,20 -4,87

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 47.422 47.447 +25 45.210 +2.237

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 186,7 190,4 +3,7 215,0 -24,6

Brazil 5yrs Gov. Bond % 10,93 11,00 +0,07 11,07 -0,07

DI Future Apr14（金利先物） % 9,12 9,12 +0,00 9,00 +0,12

3 Months US Dollar Libor % 0,266 0,266 +0,000 0,270 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 281,4 281,5 +0,1 280,7 +0,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 8月6日

昨日のドルレアルスポット相場はブラジル経済への懸念からレアル安となる展開でした。朝方は、７月の
ＩＰＣＡ消費者物価指数が市場予想を上回ったため、インフレが経済に悪影響を与えるとの懸念から前日
比レアル安の２．３０台半ばで始まりました。２．３０台では介入への警戒感が高まったため２．２９台半ばへ
緩む局面もありましたが、前日の米ＦＲＢ高官による緩和縮小示唆が燻っていることやインフレへの懸念
からレアル買いは続かず引けにかけてレアルは売り戻され、結局２．３０台後半で引けています。

７月のＩＰＣＡは市場予想を上回ったものの前年比は落ち着きを見せて中銀の目標レンジ内に戻り、前月
比も最近３年のなかで一番低い数字となりました。一見すると良い兆候なのですが、市場では公共交通
の値上げ凍結等、一時的要因によるもので構造的にインフレが低下トレンドに入ったと見る向きはあまり
多くありません。また、今朝は匿名の中銀ソースから「レアル安による物価への影響を軽減するために、
今後も金融政策を利用する」とのコメントが報道されており、利上げ継続を再確認しています。利上げと共
にレアル安を抑えることでインフレ抑制の効果が上がると思われますが、市場は未だ懐疑的でありレアル
安地合いのなかで当局のレアル安許容度を探る展開となるでしょう。
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